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消費生活だより 災害時のホテル等のキャンセル料、
　　　　　契約時にしっかりチェックを！

　「台風の影響で、宿泊の２日前に飛行機が飛ばなくなったので、ホテルをキャンセルしたら、50％のキャンセル
料を請求された。飛行機が飛ばないから行けないのに、キャンセル料がかかるのは納得できない」というような相
談を受けることがあります。
　ホテルのキャンセルについては、原則として、そのホテルの規約に従うことになりますが、災害のような不可抗
力による解除に関して規約がない場合は、危険負担の考え方「民法第５３６条第１項」により判断することになり
ます。
　台風や大地震、新型コロナウイルス等で旅行に行けなくなった場合、ホテルと消費者のどちらにも責任はありま
せんが、この件では「ホテルはサービスを提供できる」のに対して、「消費者はサービスを受けることができない」
という状況です。このような場合、ホテル側は債務不履行に当たらないことから、消費者はキャンセル料の支払い
を拒むことは難しいと考えられます。
　とはいえ、高額すぎるキャンセル料の規定は、消費者契約法第９条第１号
により、無効になる場合もありますので、交渉する価値はあるかもしれません。
また、災害時は事業者が特別な対応を行う場合もありますので、事業者のＨ
Ｐを調べたり、問い合わせたりしてみましょう。
　いずれにしても、予約する際に規約をよく読み、キャンセル料等について
も納得した上で申し込みましょう。困ったときは、役場消費生活相談窓口
（45-1111　内線2216）にご相談ください。
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